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ロ シア の 作 家 とチ ェチ ェ ン

一A・A・ マ ル リ ン ス キ...._(ベ ス ト ゥ ー ジ ェ フ)の 生 活 一

藤 沼 貴

は じめに

私 は1999年(第9号)の 本誌 に 「ロシアの作家 とチ ェチ ェンーA・S・

グリボエー ドブの場合 一 」 という小論を発表 した。 この小論は、その序文

で説明 したように、もう少 し規模 の大 きい論考の一部分の簡略 な見取 り図で

あ った。

ここで提 出す るA・A・ マル リンスキー(ベ ス トゥー ジ ェフ)に ついての

小論も、やは り同 じ大きめの論考の別の部分の見取 り図である。前回と同 じ

く少数の資料 をもとに した素描 にす ぎないが、将来のまとまった論文執筆の

責任を 自らに負わせ るために、あえて衆 目にさ らす ことに した。

素描 とはい っても、 カフカースにかかわる作品が 「グルジアの夜」 の断片
ユ

しか残 っていないグ リボエー ドブと違 い、マル リンスキーには 「カフカース

物」 と呼ばれ る相 当数の作品があ り、それ はマル リンスキー個人 とカフカー

スの関係にとってばかりで なく、カフカース戦争全体やロシア文学全体 にとっ

ても重要な作品群である。その作品群 をur・ す るだけで も、十分に独立 した

労作 になるであろう。そこで、 この小論ではかれの生活 と実際的活動に焦点

を しぼ り、作品にっいての言及は必要最小限にと どめ ることに した。

A・A・ マ ル リ ンス キ ー(ベ ス トゥー ジ ェフ)に っ い て述 べ る場 合 、 まず 、
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名前の表記 にっいて一言 してお く必要がある。

かれの本名 はベス トゥージェフ。マル リンスキーはペ ンネームであ る。か

れは1811年 軍務 にっ き、近衛竜騎兵連隊に編入 されたが、1816年 に配属 さ

れた中隊がペテルブルグに近 いペテル ゴフ郊外のマル リに駐屯 してお り、そ
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の地名にちなんでペ ンネームが作 られた。 しか し、 この筆名が恒常的に使わ

れたわ けでは ない。1825年 のデ カブ リス ト事件で逮捕流刑 され るまでは、

小説は本名のベス トゥージ ェフで書かれ、詩の署名 には、当時の習慣 に した

が って、A.B.と いう本名 の頭文字だけ、あるいはべ フなどの本名 の

省略形が使わ ることが多 く、無署名 の場合 もあ った。マル リンスキーや、そ

の省略形 と思われ るA.Myが 使われ るのはまれであった。

デ カブ リス ト事件で逮捕流刑後、1830年 か ら執筆活動が再開 された時、

短期 間だけA.M.と い う署名 が使われ た。 これ はア レクサ ン ドル ・マル リ

ンスキーの頭文字 に違 いない。それか らまもな く1831年 に発表 された小説
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「ベロゾール中尉」でA・ マル リンスキーが使われ、それが定着 した。作品

集 も1832～34年 の第0版 は無署名だ ったが、1835年 以降のものはA・ マル

リンスキー作品集 と銘打たれ ている。9ペ ージで触れるように、ベス トゥー

ジ ェフという名があまりにも濃厚 にデ カブ リス ト事件 を思い起 こさせ、それ

は当時と しては好 ましいことではなか ったので、ペ ンネームが使用 されたの

であろう。

筆名や通称が固定的なものであれば、一貫 してそれを使うのが当然である。

ゴー リキーをペ シコフ、スター リンをジュガシヴィー リと言 っても混乱を招

くだけである。 しか し、マル リンスキーの場合は作家 と しても、本名 と筆名

の両方が使われている し、デカブ リス トとしての活動の範囲では、 自他 とも

に本名のベス トゥー ジェフを使 っていた。

かな り多 くの場合 に、ベ ス トゥー ジェフ=マ ル リンスキー という複合形が

使われてお り、一時はこれがほ とん ど固定 した観 さえあ った。 しか し、 ロシ
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ア人 ならともか く、われわれ外国人はこの形 を リムスキー=コ ルサ コフ、サ

ル トゥイ コフ=シ チ ェ ドリンのように、 もともと複合形の姓 と受け取 って し

まうであろう。デカブリス ト事件で死刑になった5人 の中に、ベス トゥージェ

フ=リ ュー ミンという名があ り、 これは元来複合形の苗字だが、ベス トゥー

ジェフ=マ ル リンスキーという姓 は実際には存在 しない。女性 なら結婚前の

姓 と夫 の姓 を組み合わせ て、 クニ ッペル=チ ェーホ ワのように新 しい複合形

を作 るのが好都合 な場合 もあ るだ ろう。 しか し、本名 と筆名 を結びっけて

(本人は一度 もそん なことを していないのに)、 ダブルネームを創作す るの

は、私 と しては賛成できない。

この小論はマル リンスキーのカフカース時代に重点をおいているので、最

初だけマル リンスキー(ベ ス トゥージェフ)と いう表記を使い、後はカフカー

ス以前 の時期 もふ くめてマル リンスキーで通す ことに した。

1カ フカー ス行 き以 前
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① 生い立ちと人 とな り

マル リンスキー(ア レクサ ン ドル ・ア レクサ ン ドロヴィチ ・ベス トゥージ ェ

フ)は1797年 ペテル ブル グで生 まれた。ベス トゥー ジェフー門は15世 紀初

めにその源 を発 し、15世 紀後半 にはモス クワ公 の家臣と して活躍 し、17世

紀 には一門の多 くの者が重職 にっ いた名家であ る。一・門の中で特権的 な地位

にな った家系 の者が、 ピョー トル時代に(同 門の平凡な者たちと 自分たちを

区別す るためか)ベ ス トゥージ ェフ=リ ュー ミンを名乗 った。 これ は15世

紀の祖先のあだ名 リューマにちなんだ ものである。近 ・現代 にな ってもこの

一 門はす ぐれた人物 を輩 出 し、肉乳牛 のベス トゥー ジ ェフ種、1878年 にペ

テルブルグに開設 されたベス トゥージ ェフ女子専門学校、ベス トゥー ジェフ

神経興奮液 などは、すべ てこの一門の人たちの業績である。
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マ ル リン ス キ ー の 父 ア レクサ ン ドル ・フ ヨー ドロヴ ィチ ・ベ ス トゥー ジ ェ

フは退役 砲 兵 大尉 で 、18人 の 農 奴 しか 持 た な い 小 地 主 にす ぎず 、生 活 も苦

しか った 。 しか し、A・S・ ス トロ ー ガ ノ ブ 伯 爵 の 推 薦 で 芸 術 ア カデ ミー と

公共 図書 館 の事務 長 に な って生 活が 好転 し、1798年 に は1・P・ プ ニ ン と と

も に雑 誌 「サ ン ク ト ・ペ テル ブル グ ・ジ ャーナ ル」 を出版 し、文化 的 に も重

要 な活動 を はたす こと にな った。P・N・ ベ ル コ フ は こ の雑 誌 を 「18世 紀 最
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後 の進歩的な雑誌」呼んでい る。父の書斎には豊富な蔵書があ り、客間 には

第一級の知識人が訪れ、ベス トゥージェフ家は知的な雰囲気に包まれ ていた。

こう して、マル リンスキーは物質的にも恵 まれ、知的 レベルも高い環境で成

長 した。

ソ連時代 フ リー ・メーソンに言及す ることはタブーだ った し、もともとブ

リー ・メーソンは秘密結社で、公開 された情報はとぼ しいが、今挙げた ス ト

ローガノブ、プニンの名か ら推測 して、マル リンスキーの父がペテルブル グ

のフ リー ・メーソンのスウェー デン派 に関係 していた ことはまちが いない。

このグループにはシュワーロフ、ムーシン=プ ーシキ ン、クラーキ ン、 ドル

ゴルーキー、 ガガー リン、ス トローガノブ、 レープニ ンな ど、そ うそ うたる

名門貴族の重臣たちが名を連ね ていた。父ベス トゥージェフと雑誌 を共 同出

版 したプニ ンは レープニ ン公爵 の庶子で、その苗字の後半を借 りてプニ ンと
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名乗 っていたのである。

マル リンスキーは家庭で初等教育を受けたが、先生の中にはアカデ ミーの

教授 もいたという。1810年9歳 で鉱山学幼年学校 に入学 し、数学 は苦手だ っ

たそうだが、勉強好 きで、知識欲旺盛だ った。かれの知識欲 と研究者的傾 向

は一生た もたれ てお り、マル リンスキーの一特徴 とな っている。デカブリス

ト事件で勾留された後、「どのような学問をも っとも深 く究めたか」 という

査問委員会の質問書 にたい して、マル リンスキーは 「私が理論的、実際的に

勉強 しなか った学問の分野は一っ もなか ったと、暦越 なが ら申 しあげ ること
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ができます」 と答えている。

文学的創作は鉱 山学幼年学校で始め られたとみ なされてお り、最初期の作

品の一つは戯曲 「魔法の森」で、 これ は幼年学校の生徒た ちが上演 した劇の

台本だ ったと伝え られ ている。 しか し、 この頃書かれた作品や 日記は現存せ

ず、デ カブ リス ト事件が失敗 して、マル リンスキーが 自首す る前 に焼却 した
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ものと言われている。いずれ に しても、青年期以降の詩か ら判断 して、マル

リンスキーはゲーテやプーシキ ンのような早熟の天才詩人ではなか ったと考

え られ るので、9歳 か ら13歳 まで の幼年学校在学 中の作品に重 きをお く必

要はあるまい。

マル リンスキーは1811年 幼年学校を中退 して軍務 にっ き、見習士官 と し

て近衛竜騎兵隊に入隊 した。その理 由は、1810年 に父が49歳 で死 に、 自力

で生活 しなければな らないという個人的な理由もあ っただろうが(ベ ス トゥー

ジ ェフ家には8人 の子供があ り、年額2000ル ーブルの亡 父の恩給と農奴34

人 の領地か らの収入で生活す るのは容易で なか った)、 ナポ レオ ンとの対決

がせ ま りっつあ った国際情勢 を第一の理 由と考え なければなるまい。軍務 に

ついてか らマル リンスキーは順調 に昇進 し、デカブ リス ト事件の時点では二

等大尉 に なっていた。1822年 か らは軍司令官の副官 をっ とめ、その前途は
9

洋 々た るものだ ったと、 コ トリャ レフスキーは記 している。

iplx兵隊に入 る直前、かれは海軍 に勤務す る兄ニコライの軍艦 に同乗 させ て

もらい、訓練航海 に参加 した。 この体験でかれ は海の魅力にとりっかれ。海

軍 に入ろ うと したが、数学が不得意だ ったので断念 したという説 も伝 え られ

ている。 自由のイメージにっながる海は、マル リンスキーの重要な文学的テー

マの一つで、のちにかれが カフカース行 きを切望 した理 由の中には、海の近

くで生活 したいという思いもあったと考え られ る。
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② 「ロマンチス ト」 マル リンスキー(1)

マル リンスキーが軍務のかたわ ら文学的創作をっづけていた ことは容易に

想像で きるが、作品が雑誌 や詩文集 に発表 されは じめたのは1817年 、20歳

の ことで、当時の詩人 と しては遅 いほうであ った。

最初 の5年 間に発表 されたマル リンスキーの作品はほとん ど詩であ った。

かれの詩は思想が先走 ったり、理 に落 ちた りして、詩情に欠けるうらみがあっ

た。端的に言えば、す ぐれた詩 とは言えず、詩人 と しての評価は当時も現在

も高 くない。 しか し、かれの詩は高遭 な理想 を格調高い言葉 と強い調子でう

たい上げ ることをめざ しており(そ れが どの程度実現 されたかは、ここでは

問わ ない)、 その理想 は抽象的で観念的だが、幻想ではなく、究極的に実現

され るべきものと考え られ ていた。 また、かれ にはセ ンチメ ンタ リス ト詩人

に見 られ るや さ しいハー トへのもたれかか りもな く、ジ ュコフスキー的 なロ

マ ン主義者 に見 られ る自己の内面世界の深奥、幻想、神秘の領域 などへの没

入 もない。マル リンスキーの詩は思想的には啓蒙主義、文芸的 には古典主義

の伝統 など(西 欧文学では原則的にロマ ン主義の対立物 とみなされているも

の)に 結びっいているが、それは当時の ロシア詩の傾 向の一つであ った。そ

の本質にっいては、かれ 自身の論文 「ロマ ン主義にっいて」が もっともよ く

語 っているが、ここではその内容には立 ち入 らない。

マル リンスキーは1821年 に最初の散文作品 「レー ヴェルへ の旅」を書き、

創作の中心 を詩か ら散文に移 した。1823年 以降は詩を書 くこともあったが、

小説、ルポルタージュ、評論 などの散文が主 にな った。 しかも、それが詩 よ

りはるかに読者の人気を博 し、かれ は散文作家とみ なされるようになった。

現在で もかれ は小説家、評論家と して記憶 にとどめ られ ているのである。

マル リンスキー 自身は自分の 「ロマ ン主義」の本質か らして、卑俗 な散文

作品ではなく、格調高い韻文で真と善の融合 した作品を書き、本 当の美を実
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現 したか ったのかも しれ ない。た しかに、かれ の散文には型には まった勧善

懲悪や波瀾万丈の作品、メロ ドラマが少 なくない。 しか し、かれ の散文作品

も、基本的には、② で述べ たかれの 「詩」 と 「ロマ ン主義」の延長であ っ

た。かれがデカブ リス トになった源泉もやは りその ロマ ン主義であ った。

③ デカブ リス ト事件

マル リンスキー は、周知 の よ うに、1824年 にデ カブ リス トの秘 密結社

「北方同盟」 に入 り、その中心的人物の一人 となった。その前後の行動 ・発

言か ら判断 して、かれは政治的活動 をす る素質をほとん ど欠いていた。かれ

の政治活動は政治的改革を しなければならないという希求とロマ ン主義に引 っ

張 られ て到達 した地点であ り、理想 より現実 を重視 し、行動的な組織 を作 り、

力(時 には暴力)の 行使 を辞 さないという、一般の政治活動 とは性格を異に

している。 しか し、 これは他の多 くのデカブリス トにも見 られ る傾向であり、

それはかれ らの行動の脆弱さと同時に純粋 さを表 していた。

マル リンスキー 自身 の供述 によると、1825年12月14日 、デカブ リス ト蜂

起 の 日、かれ は午前9時 に弟 ミハイルの勤務す るモスクワ連隊 に行 った。そ

こで待 ち受けていた ミハ イル、シチ ェー ピン=ロ ス トフスキー公爵 などとと

もに、新皇帝に宣誓 を しないよう兵士を説得 し、かれ らを引き連れて、元老

院広場 に向か った。それを阻止 しようとしたフ リー ドリヒ少将をマル リンス

キーは ピス トルで威嚇 しただけだ ったが、シチ ェー ピン=ロ ス トフスキー公

爵がかれ にサーベルの一撃を くわえた。

マル リンスキーたちにひきい られ るモスクワ連隊が元老院広場 に到着 した

のは午前11時 ころであ った。それか ら後の状況 はデ カブ リス トの 「蜂起」

と してよ く知 られ ている通 りであ る。モスクワ連隊は ピョー トル大帝像(い

わ ゆる青銅の騎士)の そばで方形陣 と呼ばれ る防御隊形を組んで、宣誓 を拒

んだが、それ に同調す る部隊はいなか った。ようや く午後1時 ころになって、
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近衛榔弾兵連隊 と近衛海兵隊が合流 したが、それで も士官30人 、兵隊3000

人 ほ どにす ぎず 、皇帝に忠実 な部隊 に数的 に圧倒 され ていた。 しかも、指揮

官 に予定 されていたS・P・ トルベ ツコイ公爵 は姿を見せず、その場でYe・

P・ オボ レンスキー公爵 を代理 に選ぶ という始末だ った。反乱部 隊は皇帝に

忠実 な部隊の威嚇射撃を避 けなが ら、宣誓 を拒んでいるだけで、それ以上は

何 もせず、結局、夕刻には皇帝部隊の散弾攻撃 にあ って、逃 げ散 って しま っ

た。

これが1825年12月14日 の元老 院広場 におけるデ カブ リス ト蜂起 の全 容

である。デカブ リス ト事件 の思想的 ・精神的 な根 は深 く、この表面的な現象

だけを見 て、運動全体を過少評価す ることはできないが、蜂起そのものは子

供 じみたものにす ぎなか った。

マル リンスキーは蜂起の失敗 をさとって、いちはや く広場を去 り、凍てつ

いたネヴ ァ川を歩 いて向こう岸 に渡 り、一晩 じゅう町をさまよい歩いた末に、

翌 日の夕方 自首 し、ペ トロ=パ ヴロ要塞監獄に収監 された。かれ は素直に取

り調べに応 じ、改俊 の情 を示 した。

デカブ リス ト事件は蜂起の貧弱さとは対照的に、取調べを受けた者579人 、

流刑や懲役に処せ られた者121人 、死刑が執行された者5人 という大事件 に

なった。死刑 にな った者 の中には、マル リンスキーとともに 「北極星」を発

行 した友人K・F・ ルイ レーエフや、遠縁 とはいえ、一門のS・P・ ベス トゥー

ジェフ=リ ュー ミンもふ くまれ ていた。近親では、兄ニコライとす ぐ下の弟

ミハイルがマル リンスキーよ り重い無期懲役を宣告 され、二番 目の弟 ピ ョー

トルは官職 を剥奪 されて、一兵卒 としてカフカース方面軍 に追いや られ、精

神 に異常 をきた した。末弟のパーヴェルはデカブ リス ト運動には直接参加 し

なか ったが、4人 もの謀反者を出 した家の人間と して、逮捕監禁 され、流刑

同様 にカフカースの軍隊 に送 られた。

この小論 の冒頭で書いたように、ベス トゥージェフという名はロシアでよ
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く知 られているが、何よりもまずデカブ リス トー家と して、人 々の記憶に残 っ

た。デ カブ リス トの中には兄弟や一族がた くさんいるが、兄弟5人 もが連座

した例 はほかにない。

マル リンスキーはまず1826年8月 フ ィンラン ドのスラーワ要塞 に禁固 さ

れ、1827年 暮れヤ クー トの流刑地 に送 られた。禁固中の1年4か 月 にっ い

てはほとん ど資料が ない。おそ らく、語るべ きことのとぼ しい、わび しい幽

閉の月 日だ ったのであろう。

④ ヤクー トの流刑地で

マル リンスキーは1827年10月 フ ィンラン ドを去 り、ペ テルブルグ、イル

クーツクを経 由 して、12月24日 、ヤクー ツク(北 東 シベ リア)の 流刑地 に

到着 し、そ こで1829年7月 まで1年 半 以上生活 した。ヤ クーツクは帝政時

代の有名 な流刑地で、その生活条件は厳 しく、生活改善を要求 して再三暴動

が起 こったほどであ った。マル リンスキーの生活 も苦 しく、 しかも退屈だ っ

たが、それで もフィンラン ドでの禁固の 日々よりは楽で、本を読む こともで

き、創作意欲 も次第 に出てきた。散文小説をまとめ るまでにはいた らなか っ

たが、時折 、叙情的 な詩をっ くった。それはそれ と して一定の意義をもって

いるが、この時期 のマル リンスキーの創作は、中絶された ロマ ン主義者が 自

分を再確認す るためにおずおず とおこなった試みであ った。

かれは も っと自分にふさわ しい所 を求めて、1829年2月 、当時 ロシア ・

トルコ戦争の総司令官で、元帥だ った1・1・ デ ィー ビチ ・=ザバル カンスキー

伯爵 に手紙 を書き、「一兵卒 と して軍 に参加す る」嘆願 を皇帝陛下 にお伝 え

いただ きたいと頼んだ。そ して、「ロシア軍 の栄光が古代世界の揺藍 とマホ

メ ッ ト教徒 の棺桶 の上に轟 きわた っている時に、無為 のうちに朽 ち果て る軍

人の苦 しみ」を訴え、「求め るのは利益や恩 賞ではあ りません、求め るのは

ただ皇帝陛下のこ栄光のために私の血を流 し、陛下か ら賜 った命を名誉をもっ
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て終え、私 の亡骸 に罪人の汚名が重 くとどまらぬためであ ります」と訴えた。

「陛下 に賜 った命」 というのは、デカブ リス ト事件でマル リンスキーがいっ

たん死刑を宣告され、死一等を減 じられ て流刑になった ことを意味 している。

また 「古代世界 の揺藍云 々」 という言葉で、かれの希望が カフカース行 きで

あることを明示 していた。
ユユ

この願いは皇帝に伝 え られ、皇帝 じき じきの裁可で、マル リンスキーは4

月13日 に一兵卒 と して入隊 を許可 され 、カフカース軍団に配属 された。 マ

ル リンスキー 自身の言葉 によると、この転属が実現 したのは実質的には グリ
12

ボエー ドブが総 司令官のパスケー ヴィチに働 きかけた結果であった。 グ リボ

エー ドブはパスケーヴ ィチの職務上の右腕であ り、姻戚 でもあった。マル リ

ンスキーはグ リボエー ドブとペテルブル グで知 り合 い、尊敬 していた し、 グ

リボエー ドブもかれ に好意を持 っていたのであろう。

流刑地生活が どれ ほど苦痛で不便だ ったに しても、 しば らくそれ に耐えて

いれば、刑期満 了か恩赦で帰国できるはずだ った。一方、軍隊に入 って カフ

カースに行けば死地 に飛 び こむ ことになる。 しかも、1829年 は後述す るよ

うな理 由で、ロシアとカフカース諸族の衝突激化の時期であ った。もちろん、

マル リンスキーはそれを承知の上で、 カフカース行 きを選んだのである。

その理 由の中には、かれ 自身がデ ィー ビチ=ザ バルカンスキー伯爵あての

手紙 に書いていた ように、祖国のために尽 くして、謀反人の汚名 をすす ぎた

いという気持 ちもあ っただろう。だが、それ以上に無為 より行動 を欲 し、み

じめな生より輝か しい死を望むマル リンスキーの ロマンチ ックな生き方があっ

た と思え る。1827年4月 かれ はヤ クー ツクか ら、 カフカースにいる弟 ミハ

イルにあてて、まだ見ぬ カフカースへの 自分の思 いをこんなふうに表現 して

いた。「お前は カフカースを見 なが ら、詩人 にな らなか ったのか。 それほ ど

天の近 くにいなが ら、詩人 にな らないのは無礼なことだ とぼ くには思える」
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こう してマル リンスキーはヤクー トの流刑地を離れ、1829年8月 カフカー

スに到着 、最初 の1か 月ほ どだけ トル コでの戦争 に参加 したが 、そ の後 は

1837年6月7日 、黒海沿岸の ソーチ近郊 にあるア ドラー岬の戦闘で行方不

明になるまで、40年 の生涯の最後の8年 をカフカー スです ごす ことにな っ

た。

2カ フ カr..一 ス で

ユ4

① カフカ0ス の情勢

グ リボエー ドブにっいての拙論で述べた ように、 ロシアのカフカース戦争

は現在もっついてお り、その歴史は数世紀 におよぶ。 しか し、ロシア史でい

う狭義 の 「カフ カース戦争」 は1817～64の 間の戦 いを指す。 その起点 は

1814年 にナポ レオ ン戦争が終結 して、 ロシア軍が東方 に相 当な戦力を 向け

ることがで きるようにな り、1816年 にはA・P・ エルモー ロフ将軍が グル ジ

ア(後 にカフカース)方 面軍総司令官 に任命され て、個別的な討伐戦だけで

な く、総合的 な軍事 ・経済封鎖作戦を開始 した時である。終点はロシア軍が

抵抗 の指導者 シ ャミールを1859年 に捕虜 に し、カフカース全体を制圧 した

と考えた(実 際には、そ う簡単 にはいか なか った)時 であ る。

この狭義の 「カフカース戦争」で1829年 は転機 であ った。 この場合 、長

年にわた って総司令官だ ったエルモーロフ将軍がデカブ リス トとの関係 のた

め に解任 になり、1828年 にニ コライー世 の腹心パスケー ヴ ィチが新 しい総

司令官に任命 されたということは本質的な問題ではない。また、 ロシア ・ペ

ルシ ャ戦争が1826年 に、 ロシア ・トル コ戦争が1829年 にロシアの勝利 に終

わ り、その結果、 カフカースでの ロシアの勢力が拡大 して、カフカース諸族

との衝突 も激化の方 向をた どったということは重要だが、二義的 なもので し

か ない。 もっとも重要 なのは この時期 にカフカースの人々の間に、抵抗戦の
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思想 的支柱 となる、いわ ゆる 「ミュリデ ィズム」が形成され、イマムと呼ば

れ る精神的、政治的、軍事的指導者 を中心 に不屈 の抵抗が展開されるように

なったことである。

ミュリデ ィズムにっいてはカフカースの人 々の間にもさまざまな解釈があっ

て、簡単には理解できない。 この複雑 な問題にっいて私が何かを言うことは

できない し、言うべ きでもないであろう。ただ一っ言えることは、 ミュリデ ィ

ズムというイデオ ロギー的 な支柱を得て、 カフカース人の抵抗がそれ までに

もま して頑強になったことである。いまだにロシア人の間には、カフカース

戦争が カフカース民族の好戦的気質か ら生 じているといった考えがあるが、

これは偏見以外の何 ものでもない。 また、戦争の原因を単純 な政治的、ある

いは経済的 なものと した り、 ミュリデ ィズムを狂信的思想 と考えるのもまち
15

がいであ る。

マル リンスキーはこう したカフカース戦争の激化ばか りで なく、深化の時

期にカフカースに来た。 しかも、かれがカフカースでも っとも長 く生活 した

ダゲス タンは ミュリデ ィズムの温床であ った。

② カフカースでの生活

aダ ゲスタン行 きまで

マル リンスキーは1829年6月 ヤ クーツクを去 り、イル クー ツク、エカテ

リンブルグを経 て、ボルガ川を南下、カス ピ海沿岸 のアス トラハ ンに出て、

キズ リャルを通過、有名 なグルジア軍用道路を通 って、8月 にグルジアの首

都チ フリスに到着 した。直線距離 にして約6000キ ロ、2か 月の大旅行であ っ

た。

チフ リスに着 くとマル リンスキーは郊外の聖 ダビテ修道院にあるグリボエー

ドブの墓 を訪れた。かれはマル リンスキーをヤ クーツクか ら救 い出 し、あ こ

がれ のカフカースに移 して くれた恩人だ ったが、この年 の1月 にテヘ ランで



ロシアの作家 とチ ェチ ェン(藤 沼)13

悲劇 的な死をとげていた。今で こそ グリボエー ドブの墓はきれいに整備され
ユ6

てい るが、当時は墓石 さえなか った。 ロシア第一の外交官であ り、殉国の士

で もあった人の見すぼ らしい埋葬の地に立 って、マル リンスキーは何 を思 っ

たであろうか?

マル リンスキーは カフカースに来た ものの、最初 に配属 されたのは トル コ

東部 のエルズルム(ア ルズルム)付 近で戦 っている第41狙 撃連 隊であった。

1828年 には じま った第8次 ロシア ・トル コ戦争 はロシア軍の有利 に展開 し、

トル コ戦最高司令官デ ィー ビチ=ザ バル カンスキー元帥(初 めはヴィ トゲ ン

シタイ ン元帥)の ひきいる軍 は黒海 西岸沿い に南下 し、1829年6月 にはシ

リス トリア(シ リス トラ)、9月 初めにはア ドリアノープル(現 エデ ィルネ)

を占領 して、西側か ら トル コを侵 し、 コンスタンチノープル(現 イスタンブー

ル)に せ まった。一方パスケー ヴィチ将軍のひ きいるカフカース方面軍 はカ

フカース内の トル コの軍事拠点 を占領 し、 トル コ本土の東部 に入 って、1829

年6月27日 エルズルムを 占領 した。パ スケー ヴ ィチ将軍はそれで カフカー

ス軍の任務は終了 したと思 ったが、ニコライー世 はさ らに西進を命 じ、ロシ

ア軍は トル コ本土 を東西か ら挟撃 した。

マル リンスキーが エルズルムに来たのは9月3日 、第41狙 撃連隊に正式
ユ7

に配属 された のは9月19日 だ ったが、実 はかれが到着す る前 日の9月2日

には、西部のア ドリアノープルで ロシアと トル コの講和条約が締結 され、法

律的には戦争は終わ っていた。 しか し、東部ではその情報がまだ伝わ らなかっ

たためか戦闘がっづき、マル リンスキーは9月26日 のバ イブル ト攻略戦 に

参加 した。それ以上戦闘は なく、かれは10月 なかばにチ フ リスにもどり、

士官たちの集 まりに出て、かれ一流 のプ レイボー イぶ りを発揮 していた。 し
18

か し、官等を剥奪 された罪人と して警戒す る者 も多か った という。
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bダ ゲスタンで

1829年12月8日 マル リンスキーは グルジア常備軍第10大 隊に配属 され、

デルベ ン ト守備隊の兵士 とな った。 ここでがれ は1834年 前半 まで4年 あま

り生活 した。ペテルブルグは別 と して、かれがこれほ ど長 く住んだ場所はほ

かにない。

デルベ ン トは現在のダゲスタン共和 国にある小都市で、カス ピ海西岸 のほ

ぼ中央に位置 している。東側はカス ピ海に守 られ、北は レス山系 とウルチ ャ

イ川、マジャリス川、南西はサムール山系 とギ ュルゲルイチ ャイ川やサムー

ル川 などによ って三重四重 に防御 された天然 の要害で、5世 紀か ら要塞都市

として発達 した。 とくに町の西端 の丘 にあるナルイ ン ・カラ要塞 は 「優 しき

砦」 という意味 のその名に似合わず、西北南の三方が絶壁で囲まれた強力な

要塞であ った。原住民たちは 「山は神 によって、町は人によって、デルベ ン
ユ9

トは悪魔 によ って建て られた」 と言 っていた。1813年 か らはロシア軍が こ

こを確保 し、勇敢なダゲスタンの山民もめ った に攻撃 してこなか った。

そのため守備隊の活躍の場はなく、マル リンスキーも退屈 していた。1830

年5月15日 かれ は作家 ・ジャーナ リス トのF・V・ ブルガー リンにあてた手

紙で 「カフカースは詩人 とロマ ンチス トのための対象 に富んでいますが、運
20

悪 く、ここは花 も腐臭を発 し、ブ ドウは黄熱病を滴 らせています」 と嘆いた。

ブル ガー リンはマル リンスキーの気持 ちを察 して、 自分がN・1・ グ レー

チ といっしょに発行 していた雑誌 「祖 国の子」 に原稿を送 るようにすす め、

カフカースで書かれた最初 の作品 「試練」 をは じめ、い くっかの作品を掲載

して くれた。マル リンスキーもそれ に応えて、次hに 小説や実録風の作品を

発表 し、たちまち人気第一 の散文作家 にな った。 しか し、この創作活動 はか

れがカフカースに期待 していた輝か しい体験 の結果ではな く、退屈で散文的

な日常をまぬがれ るためのものだ ったので、かれ 自身と しては不満であ った。

1831年8月 か らカフカース戦争 の指導者 カジ=ム ラ(ガ ジ=マ ゴメ ッ ド)
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がデルベ ン トとブールナヤ要塞の間の地域一帯を制圧す るため攻勢 に出、マ

ル リンスキーもゲオルギー勲章に値す る活躍 を したが、かれが ここで発見 し

た戦争 はロマ ンではな く、生hし い現実であ り、その ヒー ローは華hし い勇

士ではな く、血 と泥 にまみれた寡黙 な兵士であ った。

それか ら一年後チ ェチ ェンへの大攻勢が計画され、マル リンスキーも参加

を志願 したが、受け入れ られ なか った。 この戦闘で ロシア軍は カジ=ム ラが

立 てこもったギムルイを占領 し、カジ=ム ラを戦死させ るという 「輝か しい」

戦果を挙げた。 しか し、この時マル リンスキーはカフカース戦争の実情 も、

戦争一般の本質 も知 っていた ので、不参加を残念 とも思わ なか った。

このような状況 の中で、マル リンスキーはまた してもヤ クー ツク時代 と同

じような陰欝 な気分に落 ちこみ、創作力 にも不安 を感 じた。1831年12月16

日の手紙でかれ はこん な風 に書いてい る。「…… 作品の中で私はよみがえ り

ます。…… た しかに、私 はその時別の生 を生 きています。軽やか な私 の想

像力はあ らゆる形 をと ります。妖怪変化で、それは皮をかぶ ります、それは

手袋のように私や他人が創造 した人物 に観念をかぶせ ます。私は紙の上で笑 っ

た り泣 いた りします …… しか し、それ は一瞬で …… 私は まもな く冷 えて し

まいます。言葉が私 には実にうす っぺ らで、ペ ンは実にまだるっこく、その

上読者は実 に遠 くにいて、そのハー トに近づ く道は心の上でも、実質的にも
21

実 にた よりなく思えるのです ……」

そ して1832年12月14日 には、7年 前 のデ カブ リス ト事件 を思い 出 しな

が ら、かれは 「き ょうは私の命 日だ。沈黙 と悲 しみの うちに私 は自分の魂 の
22

追悼供養 をおこなう」 と書いた。

この気分か らの救 いの一つ をマル リンスキーは結婚、あ るいは、女性 との

安定 した愛の中に求めた らしい。かれは1833年 にこう告 白 している。「ぼ く

は女性 をあさりなが ら何年 も無駄 にっぶ した。それ は大体いっもうま くいっ

たけれ ども、め ったにぼ くを幸せ に しては くれ なか った。 …… ぼ くの青年
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時代 は去 ろうと している、だか らぼ くはその最後 の花を摘みたいのだ」

それでもかれ は相変わ らず女性 とのアヴァンチ ュールをっづけ、それを得

意げにひけ らか した りも していたが、1833年2月23日 かれの 自宅のベ ッ ド

の上で若い女性が ピス トルの弾丸で胸 を負傷 し、三 日目に死ぬという奇怪 な
24

事件がお こった。マル リンスキーに殺人の嫌疑 がかけ られ、取 り調べを受け
25

たが、かれ 自身は暴発事故と主張 し、結局、無罪 と認め られた。

この女性は下士官 の娘で、名 はオ リガ ・ネステルツォーワ、年齢は二十歳、

針仕事 のため にマル リンスキーのところに時h来 ていたという。マル リンス

キーの説明では、オ リガがふざけてベ ッ ドの上の枕 に飛び乗 った拍子に、護

身のため にその下に隠 してあ った ピス トルが床 に落 ち、暴発事故がお こった

ので、二人の問には特別な関係はなか ったということだ った。 しか し、仕事

に来ていた若い女性がふざけてベ ッ ドに寝転が った りす るわけは なく、私 に

は少 なくともオ リガの 自殺ではないかと思えるが、もちろん根拠 はない。

一件落着後 もマル リンスキーの隊長をは じめと して
、かれの殺人説を噂す

る者は多か った。一般 に、 この事件は長 く人々の記憶に留まっていたようで、

1858年 にロシアを訪れた ア レクサ ン ドル ・デ ュマ(ペ ール)は この事件の
26

話をきき、オ リガに捧げ る詩をっ くったほ どであ った。

c西 グルジアへ

この事件の後、もともと嫌気のさ していたデルベ ン トがい っそ う居心地が

悪 くなったのか、マル リンスキーは転属 を願い出ることに し、チフ リスにい
27

る弟のパー ヴ ェルに助 力をたのんだ。その結果、1833年12月 に転属が許可

され、病気 な どのためにやや遅れて1834年4月 に着任 した(か れがデルベ

ン トを去 る時、現地 民の多 くがかれ との別れ を惜 しんで見送 った という)。

新 しい勤務先は黒海沿岸 に近 いグルジア西部のアハルツ ィへの守備隊で、変

わ りばえが しない どころか、デルベ ン トの時 より生活条件はさ らに悪化 し、
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マル リンスキーの欲求不満 と焦燥はます ますひ どくなった。

かれは西 グルジア各地 を転戦 した り、休暇を得てチフ リスや ピャチ ゴルス

クで静養 も したが、ささ くれ立 った神経 は癒 され なか った。かれは1837年

6月 に戦死(?)す るまで、3年 以上 も西 グルジアです ご したが、その生活

はデルベ ン ト時代 よりはるか に不毛で、作品 も 「ムラ=ヌ ル」以外ほとん ど

書かれ なか った。かれは また また転属 を希望 し、1835年6月 憲兵総監ベ ン

ケ ン ドルフに直訴状 まで書いたが、皇帝 ニコライ自身が一笑に付 し、却下 し
29

たという。マル リンスキーの焦燥 を理解 しに くい第三者か らすれば、皇帝で

なくても、そのたび重 なる転属願 いを、身勝手か甘 えとみ なしたであろう。

③ 「ロマ ンチス ト」 マル リンスキー(2)

カフカースでのマル リンスキーの創作活動は十分に多産で多彩だ った。個 々

の作品を見 ても、「ベ ロゾール中尉」、「アマラ ト=ベ ク」、「ムラ=ヌ ル」 な

ど注 目すべ きものがあ り、文学的 な価値はともか くと して 「戦艦ナデージダ

号」、「水夫 ニキーチ ン」 などの人気小説 もあ った。何 よりもかれの創作活動

全体が1830年 代の ロシア文学の重要 な現象であ った。

また、マル リンスキーは この時期 に、ロシア兵士の 「発見」や他者の視点

の導入 といった画期 的な業績 もあげ ていた。 レフ ・トルス トイは1850年 代

初めに 「襲撃」、「森林伐採」 などのカフカース小説を書いて、ツルゲーネフ

が 「猟人 日記」で ロシア民衆のすば らしさを発見 したように、 自分が最初 に

ロシア兵士を発見 した と信 じていたが、実 はその20年 前 にマル リンスキー

が 自分の カフカース小説でそれを していた。 トルス トイはマル リンスキーの

作品を読 んでいたのに、芸術家にありがちな思いこみで、マル リンスキーは
30

ロマ ン主義 の色眼鏡でロシア兵士 を見ているときめつけていた。

マル リンスキーが 「アマラ ト=ベ ク」、「ムラeヌ ル」でお こなった他者の

視点の導入はロシア文学で空前 のものであり、特筆すべき意味をもっている。
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この点で も トルス トイは苦心惨憺 して、や っと1902～04年 の 「ハジムラー

ト」で成果 をあげたが、その70年 前 に書かれたマル リンスキーの作品をも っ

と早 く、虚心に学ぶべきだ った と思わ ざるをえ ない。

しか し、マル リンスキー自身は 自分の創作にいっ も不満であった。その理

由は次のようなものだ ったと私には思え る。

1時 代の要請である写実的 な方法を取 り入れ なが ら、 自分本来のロマ ン

主義を実現す る難 しさ。

2生 活の中にロマ ンチ ックなものが発見で きないもどか しさ。

3自 分が祖 国や生活人の生活か ら隔離され 、文学にたいす る要請を実感

できない不安。

この小論ではこれ以上に深入 りしないが、中絶 された ロマ ン主義者マル リ

ンスキーの悲劇 は別 の論考で深 く追究す るに値す る問題である。

④ 死の謎

マル リンスキーは1837年6月7日 、黒海東岸 の(現 在では ソーチ保養地

帯の一角 になっている)ア ドラー岬の山民討伐戦に参加 し、胸を射たれて戦

死 した とみなされた。 しか し、死体 は発見されず、捕虜の一人がかれの武器

や軍服を持 っていただけだ という。負傷 したマル リンスキーを山民がっれ去 っ
31

た という説 もあ り、真相 はわか らない。
32

この 日、戦闘参加 の直前 にマル リンスキーは遺書を書いていた。戦闘に赴

く者が遺書 を したため る例 は無数にあ る。 しか し、マル リンスキーが遺書を

書いたのは この時一 回だけで、その遺書通 り見事に戦死 した。かれの生活は

さまざまな点で行 き詰ま っていたので、 自殺同然の突撃を したのかも しれ な

い。 しか し、かれの死は実 は山民側 に移 るための作意だ ったという考えも成

り立っ。実際、その種 の 「逃亡者」が カフカースに存在 していた。 カジ=ム

ラの死後 カフカース住民の指導者 となり頑強な抵抗戦 を展開 したシャミール
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こそが変身 したマル リンスキーだ という説 まであ る。二人の共通点は1797

年生 まれ ということだけだ し、第一 シ ャミールが指導者 になった のは1834

年だか ら、マル リンスキー=シ ャミール説はまった くの虚説である。

だが、中絶されたマル リンスキーの ロマ ン主義がよみがえる場所 はもはや

ロシアにはな く、 カフカースの山の向こうに しかなか った とすれば …… と

いう人 々の思い、っ まり、マル リンスキーの夢 を実現させ てや りたいとい う

願 いがシャミール こそマル リンスキーという途方もない幻想の源 泉であると

すれば、私 もようんで学問的真実とや らを捨 て、 この虚説 に賛成す るであろ

う。そ して、かれ の墓 に詣で、花束の一つ くらい捧げたい。 しか し、死体 の

見っか らなか ったマル リンスキーの墓 はいまだ にどこにもない。
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